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	学校業務アシスタントの活用におけるマネジメント
～時間外勤務の縮減に向けて～

	＜概　　要＞
〇〇市でも教職員の長時間勤務が課題となっている。〇〇市が行った調査によれば、平成３０年度、小中学校合わせて約１００名の教職員が１０００時間を超過している。
この状況を受けて、〇〇市では教職員の働き方を改善するために、様々な手立てが打たれている。例えば、「学校業務アシスタントの全校配置」「校務支援システムの導入（今年度から試験運用開始）」「オートメッセージ機能付電話の設置」「高速コピー機の設置」「部活動指導員・協力員の導入」などである。
このうち今年度から全校配置となった「学校業務アシスタント」の業務に係るマネジメント、および教職員の業務改善について報告する。「学校業務アシスタント」は、「１日４時間、週５日、年３５週」の勤務で、主な業務は「各種書類の印刷」「データ入力」「授業準備等の補助」である。これにより教職員の業務が改善されたことや実際に進める中で出てきた課題などを具体的に述べる。
〇課題
①教職員が働き方や仕事の進め方についての意識改革が進むよう、指導・助言する必要がある。
②教職員の業務内容について議論し、精選や進め方の工夫、PTAや地域との連携をさらに進めていく必要がある。


